
本日の流れ

読み取る

お手持ちの
スマホやタブレットで
読み取ってください



主体的に学ぶ

「主体的に学ぶ」とは？

主体的に学ぶ姿を引き出すには？

学びに向かうために必要な力とは？



主体的に学習に取り組む態度の評価◆ここでおさらい



主体的に学習に取り組む態度の評価◆ここでおさらい



主体的に学習に取り組む態度の評価◆ここでおさらい



主体的に学習に取り組む態度の評価◆ここでおさらい

粘り強さ
自己調整



これまでの審議の経過
〇第１回【１月30 日（木）】 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 を踏まえた主な検討事項

と今後のスケジュールについて
〇第２回【２月17 日（月）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について①

・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第３回【２月28 日（金）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について②
・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第４回【３月28 日（金）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について①
・子供たちの可能性を輝かせる柔軟な教育課程編成の促進

〇第５回【４月10 日（木）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について②
・各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子供の包摂

〇第６回【４月25 日（金）】 学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について
・「学びに向かう力・人間性等」、「見方・考え方」の在り方
・デジタル学習基盤を前提とした学習指導要領の在り方

〇第７回【５月12 日（月）】 情報活用能力について
・デジタル化社会の負の側面への対応を含む、情報活用能力の抜本的向上

〇第８回【５月22 日（月）】 質の高い探究的な学びの実現について
・情報活用能力との一体的な充実を含む、質の高い探究的な学びの実現

〇第９回【６月16 日（月）】 余白の創出を通じた教育の質の向上について（これまでの議論 を踏まえた整理）
・余白の創出を通じた教育の質の向上

〇第10 回【７月４日（金）】 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について（過度な負担を生じさせない在り方との両立）
幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
障害のある子供に対する教育課程の充実について
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方、評価の頻度等
・幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続等
・通級による指導、特別支援学級、特別支援学校における教育課程の充実等

初等中等教育における
教育課程の基準等の
在り方について（諮問）

R6．12.25

中央教育審議会 教育課程企画特別部会



これまでの審議の経過
〇第１回【１月30 日（木）】 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 を踏まえた主な検討事項

と今後のスケジュールについて
〇第２回【２月17 日（月）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について①

・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第３回【２月28 日（金）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について②
・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第４回【３月28 日（金）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について①
・子供たちの可能性を輝かせる柔軟な教育課程編成の促進

〇第５回【４月10 日（木）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について②
・各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子供の包摂

〇第６回【４月25 日（金）】 学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について
・「学びに向かう力・人間性等」、「見方・考え方」の在り方
・デジタル学習基盤を前提とした学習指導要領の在り方

〇第７回【５月12 日（月）】 情報活用能力について
・デジタル化社会の負の側面への対応を含む、情報活用能力の抜本的向上

〇第８回【５月22 日（月）】 質の高い探究的な学びの実現について
・情報活用能力との一体的な充実を含む、質の高い探究的な学びの実現

〇第９回【６月16 日（月）】 余白の創出を通じた教育の質の向上について（これまでの議論 を踏まえた整理）
・余白の創出を通じた教育の質の向上

〇第10 回【７月４日（金）】 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について（過度な負担を生じさせない在り方との両立）
幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
障害のある子供に対する教育課程の充実について
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方、評価の頻度等
・幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続等
・通級による指導、特別支援学級、特別支援学校における教育課程の充実等

初等中等教育における
教育課程の基準等の
在り方について（諮問）

R6．12.25

中央教育審議会 教育課程企画特別部会



これまでの審議の経過
〇第１回【１月30 日（木）】 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 を踏まえた主な検討事項

と今後のスケジュールについて
〇第２回【２月17 日（月）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について①

・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第３回【２月28 日（金）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について②
・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第４回【３月28 日（金）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について①
・子供たちの可能性を輝かせる柔軟な教育課程編成の促進

〇第５回【４月10 日（木）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について②
・各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子供の包摂

〇第６回【４月25 日（金）】 学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について
・「学びに向かう力・人間性等」、「見方・考え方」の在り方
・デジタル学習基盤を前提とした学習指導要領の在り方

〇第７回【５月12 日（月）】 情報活用能力について
・デジタル化社会の負の側面への対応を含む、情報活用能力の抜本的向上

〇第８回【５月22 日（月）】 質の高い探究的な学びの実現について
・情報活用能力との一体的な充実を含む、質の高い探究的な学びの実現

〇第９回【６月16 日（月）】 余白の創出を通じた教育の質の向上について（これまでの議論 を踏まえた整理）
・余白の創出を通じた教育の質の向上

〇第10 回【７月４日（金）】 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について（過度な負担を生じさせない在り方との両立）
幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
障害のある子供に対する教育課程の充実について
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方、評価の頻度等
・幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続等
・通級による指導、特別支援学級、特別支援学校における教育課程の充実等

初等中等教育における
教育課程の基準等の
在り方について（諮問）

R6．12.25

中央教育審議会 教育課程企画特別部会



中央教育審議会 教育課程企画特別部会 これまでの審議の経過
〇第１回【１月30 日（木）】 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 を踏まえた主な検討事項

と今後のスケジュールについて
〇第２回【２月17 日（月）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について①

・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第３回【２月28 日（金）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について②
・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第４回【３月28 日（金）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について①
・子供たちの可能性を輝かせる柔軟な教育課程編成の促進

〇第５回【４月10 日（木）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について②
・各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子供の包摂

〇第６回【４月25 日（金）】 学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について
・「学びに向かう力・人間性等」、「見方・考え方」の在り方
・デジタル学習基盤を前提とした学習指導要領の在り方

〇第７回【５月12 日（月）】 情報活用能力について
・デジタル化社会の負の側面への対応を含む、情報活用能力の抜本的向上

〇第８回【５月22 日（月）】 質の高い探究的な学びの実現について
・情報活用能力との一体的な充実を含む、質の高い探究的な学びの実現

〇第９回【６月16 日（月）】 余白の創出を通じた教育の質の向上について（これまでの議論 を踏まえた整理）
・余白の創出を通じた教育の質の向上

〇第10 回【７月４日（金）】 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について（過度な負担を生じさせない在り方との両立）
幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
障害のある子供に対する教育課程の充実について
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方、評価の頻度等
・幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続等
・通級による指導、特別支援学級、特別支援学校における教育課程の充実等

初等中等教育における
教育課程の基準等の
在り方について（諮問）

R6．12.25



中央教育審議会 教育課程企画特別部会 これまでの審議の経過
〇第１回【１月30 日（木）】 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 を踏まえた主な検討事項

と今後のスケジュールについて
〇第２回【２月17 日（月）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について①

・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第３回【２月28 日（金）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について②
・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第４回【３月28 日（金）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について①
・子供たちの可能性を輝かせる柔軟な教育課程編成の促進

〇第５回【４月10 日（木）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について②
・各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子供の包摂

〇第６回【４月25 日（金）】 学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について
・「学びに向かう力・人間性等」、「見方・考え方」の在り方
・デジタル学習基盤を前提とした学習指導要領の在り方

〇第７回【５月12 日（月）】 情報活用能力について
・デジタル化社会の負の側面への対応を含む、情報活用能力の抜本的向上

〇第８回【５月22 日（月）】 質の高い探究的な学びの実現について
・情報活用能力との一体的な充実を含む、質の高い探究的な学びの実現

〇第９回【６月16 日（月）】 余白の創出を通じた教育の質の向上について（これまでの議論 を踏まえた整理）
・余白の創出を通じた教育の質の向上

〇第10 回【７月４日（金）】 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について（過度な負担を生じさせない在り方との両立）
幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
障害のある子供に対する教育課程の充実について
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方、評価の頻度等
・幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続等
・通級による指導、特別支援学級、特別支援学校における教育課程の充実等

初等中等教育における
教育課程の基準等の
在り方について（諮問）

R6．12.25



中央教育審議会 教育課程企画特別部会 これまでの審議の経過
〇第１回【１月30 日（木）】 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 を踏まえた主な検討事項

と今後のスケジュールについて
〇第２回【２月17 日（月）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について①

・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第３回【２月28 日（金）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について②
・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第４回【３月28 日（金）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について①
・子供たちの可能性を輝かせる柔軟な教育課程編成の促進

〇第５回【４月10 日（木）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について②
・各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子供の包摂

〇第６回【４月25 日（金）】 学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について
・「学びに向かう力・人間性等」、「見方・考え方」の在り方
・デジタル学習基盤を前提とした学習指導要領の在り方

〇第７回【５月12 日（月）】 情報活用能力について
・デジタル化社会の負の側面への対応を含む、情報活用能力の抜本的向上

〇第８回【５月22 日（月）】 質の高い探究的な学びの実現について
・情報活用能力との一体的な充実を含む、質の高い探究的な学びの実現

〇第９回【６月16 日（月）】 余白の創出を通じた教育の質の向上について（これまでの議論 を踏まえた整理）
・余白の創出を通じた教育の質の向上

〇第10 回【７月４日（金）】 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について（過度な負担を生じさせない在り方との両立）
幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
障害のある子供に対する教育課程の充実について
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方、評価の頻度等
・幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続等
・通級による指導、特別支援学級、特別支援学校における教育課程の充実等

初等中等教育における
教育課程の基準等の
在り方について（諮問）
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学びに向かう力、人間性等に係る現状と課題
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主体的に学習に取り組む態

度も含めた学びに向かう力

・自己の感情や行動を統制す

る力

・よりよい生活や人間関係を

自主的に形成する態度

・メタ認知に関わる力を含む

・多様性を尊重する態度

・互いのよさを生かして協働

する力

・持続可能な社会づくりに向

けた態度

・リーダーシップやチーム

ワーク

・感性、優しさ、思いやり

学びに向かう力、

人間性等
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○初発の思考や行動を起こす

力・好奇心

○学びの主体的な調整

○他者との対話や協働

○学びを方向付ける人間性

学びに向かう力、

人間性等

自己内
メタ

他者との
対話・協働



総合的な学習の時間編

学びに向かう力、人間性等については、自分自身に関するこ
と及び他者や社会との関わりに関することの両方の視点を踏
まえること。（学習指導要領 第５章第２の３の(6) のウ）

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説
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学びに向かう力、

人間性等
○初発の思考や行動を起こす力・好奇心

各教科等で育成された知識及び技能、思考力、判断力、表現力
等を土台として、初発的な思考や行動を起こす力

※創造性等と関連

自分の意思で、目標をもって課題の解決に向けた探究に取り組
もうとする
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学びに向かう力、

人間性等
○学びの主体的な調整

自分の思考や行動を客観的に把握し認識（メタ認知）しながら
学習を自己調整し、思考や行動を修正したり次の思考や行動に
繋げたりする力

自分の意思で、目標をもって課題の解決に向けた探究に取り組
もうとする

探究的な活動を通して、自分の生活を見直し、自分の特徴やよ
さを理解しようとする
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力・好奇心

○学びの主体的な調整

○他者との対話や協働

○学びを方向付ける人間性

学びに向かう力、

人間性等
○他者との対話や協働

教師の指導を含む他者からのフィードバック、書籍等との対話、
多様な他者との協働・共感や対立の乗り越え等を通じて学びを
支える態度

自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に向けた探究に
取り組もうとする

探究的な活動を通して、異なる意見や他者の考えを受け入れて
尊重しようとする



○初発の思考や行動を起こす

力・好奇心

○学びの主体的な調整

○他者との対話や協働

○学びを方向付ける人間性

学びに向かう力、

人間性等
○学びを方向付ける人間性

思考や行動を自身の豊かな人生やより良い社会に向けていく
人間性
※民主主義、共生、持続可能な社会、環境、個人・社会の
ウェルビーイング、アイデンティティ、 エージェンシー等
と関連

探究的な活動を通して、自己の生き方を考え、夢や希望などを
もとうとする

探究的な活動を通して、進んで実社会・実生活の問題の解決に
取り組もうとする



総合的な学習の時間編
学びに向かう力、人間性等については、自分自身に関すること及び他者や社会との関わりに関す
ることの両方の視点を踏まえること。（学習指導要領 第５章第２の３の(6) のウ）

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

課題の解決においては、主体的に取り組むこと、協働的に取り組むことが重要である。なぜなら、それがよりよい課題の解決につ

ながるからである。

総合的な学習の時間で育成することを目指す資質・能力は、よりよく課題を解決し、自分の生き方を考えるための資質・能力であ

る。こうした資質・能力を育むためには、自ら問いを見いだし、課題を立て、よりよい解決に向けて主体的に取り組むことが重要で

ある。他方、複雑な現代社会においては、いかなる問題についても、一人だけの力で何かを成し遂げることは困難である。これが協

働的に探究を進めることが求められる理由である。例えば、他の児童と協働的に取り組むことで、学習活動が発展したり課題への意

識が高まったりする。異なる見方があることで解決への糸口もつかみやすくなる。また、他者と協働的に学習する態度を育てること

が、求められているからでもある。このように、探究的な学習においては、他者と協働的に取り組み、異なる意見を生かして新たな

知を創造しようとする態度が欠かせない。

こうして探究的な学習に主体的・協働的に取り組む中で、互いの資質・能力を認め合い、相互に生かし合う関係が期待されている。

また、探究的な学習の中で児童が感じる手応えは、一人一人の意欲や自信となり次の課題解決を推進していく。

このように、総合的な学習の時間を通して、自ら社会に関わり参画しようとする意志、社会を創造する主体としての自覚が、一人

一人の児童の中に徐々に育成されることが期待されているのである。実社会や実生活の課題を探究しながら、自己の生き方を問い続

ける姿が一人一人の児童に涵養されることが求められているのである。

この「学びに向かう力、人間性等」については、よりよい生活や社会の創造に向けて、自他を尊重すること、自ら取り組んだり異

なる他者と力を合わせたりすること、社会に寄与し貢献することなどの適正かつ好ましい態度として「知識及び技能」や「思考力、

判断力、表現力等」を活用・発揮しようとすることと考えることができる。
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これまでの審議の経過
〇第１回【１月30 日（木）】 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」 を踏まえた主な検討事項

と今後のスケジュールについて
〇第２回【２月17 日（月）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について①

・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第３回【２月28 日（金）】 質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方について②
・各教科等の中核的な概念を中心とした一層の構造化の在り方
・表形式・デジタル技術を活用した工夫の在り方

〇第４回【３月28 日（金）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について①
・子供たちの可能性を輝かせる柔軟な教育課程編成の促進

〇第５回【４月10 日（木）】 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方について②
・各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子供の包摂

〇第６回【４月25 日（金）】 学習指導要領の構造化を進めるに当たっての諸論点について
デジタル学習基盤と「個に応じた指導」の在り方について
・「学びに向かう力・人間性等」、「見方・考え方」の在り方
・デジタル学習基盤を前提とした学習指導要領の在り方

〇第７回【５月12 日（月）】 情報活用能力について
・デジタル化社会の負の側面への対応を含む、情報活用能力の抜本的向上

〇第８回【５月22 日（月）】 質の高い探究的な学びの実現について
・情報活用能力との一体的な充実を含む、質の高い探究的な学びの実現

〇第９回【６月16 日（月）】 余白の創出を通じた教育の質の向上について（これまでの議論 を踏まえた整理）
・余白の創出を通じた教育の質の向上

〇第10 回【７月４日（金）】 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方について（過度な負担を生じさせない在り方との両立）
幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続の改善について
障害のある子供に対する教育課程の充実について
・「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方、評価の頻度等
・幼児教育の質の向上及び幼児教育と小学校教育との円滑な接続等
・通級による指導、特別支援学級、特別支援学校における教育課程の充実等

初等中等教育における
教育課程の基準等の
在り方について（諮問）
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資質・能力の

育成に向けた

真に意味のある

評価活動
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資質・能力の

育成に向けた

真に意味のある

評価活動



学習評価の課題中央教育審議会 教育課程企画特別部会

評価はするが、
評定はしない

教科等に依存
するのではなく、
教育課程全体で
育む



資料①



資料②
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思考力，判断力，表現力等

〔課題の設定〕

・ 体験を通して気付いた
ことや身の回りの人から
得た情報を元にして課
題を見出す。

〔情報の収集〕

・ 食料廃棄「食品ロス」
による問題とその対策に
関する情報を資料、取
材等の手段を適切に用
いて収集する。

〔整理・分析〕

・ 課題解決に向けて集
めた情報を，課題に照
らしながら、事実や経験
を踏まえて比較、分類す
る。

〔まとめ・表現〕

・ 相手や目的に応じて
表現方法を選択し、考
えたことや分かったことを
交えながら，適切に表
現する。




